
魅
力
的
な
ま
ち
に

活
力
あ
る
ま
ち
に

生
き
生
き
と
し
た
道
路
空
間
に

歩
い
て
楽
し
い
道
路
空
間
に

そ
し
て
札
幌
ら
し
い
道
路
づ
か
い
を
す
る
た
め
に

み　

ち
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活
用
す
る
た
め
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

活
用
す
る
た
め
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
で
は
道
路
活
用
の
際
、
最
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
共
・
公
益
性
の
確
保

　

道
路
は
公
共
空
間
で
す
か
ら
、
そ
の
活
用
は
、
地

域
の
方
や
そ
の
他
交
通
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
人
た

ち
に
と
っ
て
意
義
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
集
客
や

交
流
促
進
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、
そ

の
活
動
が
地
域
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
方

の
理
解
が
得
ら
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

沿
道
地
権
者
や
住
民
、
商
店
街
に
対
し
て
、
事
前

に
内
容
を
説
明
し
、
合
意
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
十
分
な
準
備
期
間
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
活
用
自
体
に
市
民
や
沿
道
の
方
の
参
加
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
公
共
性
・
公
平
性
を
心
が
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

沿
道
地
権
者
の
合
意

万
全
な
安
全
対
策
と
危
機
管
理

　

交
通
規
制
が
か
か
る
場
合
な
ど
は
警
備
員
や
交

通
整
理
員
を
配
置
し
、
歩
行
者
の
安
全
性
、
交
通

機
能
の
確
保
な
ど
に
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
は
活
用
者
自
ら
の
責
任
で
解

決
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
細
心
の
注
意

で
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

広
報
Ｐ
Ｒ
が
必
要

　

道
路
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
辺
住
民
や
運
輸

関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
交
通
規
制
が
か
か
る
場
合
は
迂
回
路
や

規
制
日
時
な
ど
を
、
看
板
や
チ
ラ
シ
等
で
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

32
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活
用
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
に
よ
る
評
価
（
ア
ン
ケ

ー
ト
や
市
民
意
見
の
募
集
等
）
を
行
う
な
ど
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
（
公
共
性
の
高
い
）
取
組
み

へ
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
っ
た
、
創
意
工
夫
が
必

要
で
す
。

活
用
の
質
の
向
上

　

活
用
の
内
容
と
ま
ち
並
み
と
の
整
合
性
も
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
ち
並
み
に
合
わ
な
い
活
用
（
例

え
ば
静
か
な
場
所
で
騒
々
し
い
音
を
な
ら
す
な
ど
）

で
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
で
し
ょ
う
。

　

沿
道
の
景
観
の
特
性
に
応
じ
た
活
用
メ
ニ
ュ
ー
の

検
討
が
必
要
で
す
。

活
用
の
内
容
と
ま
ち
並
み
の
整
合
性

33

【
コ
ラ
ム
〜
活
用
の
質
の
向
上
】

　

パ
リ
で
は
、
高
名
な
舞
台
芸
術
家
が

ス
ト
リ
ー
ト
に
出
て
、
一
般
の
市
民
も

巻
き
込
み
な
が
ら
野
外
劇
を
展
開
し
、

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
質
の

底
上
げ
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内

他
都
市
の
施
設
で
は
、
芸
術
家
や
建
築

家
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
り
、
上
質

な
空
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
用
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
交
流

も
必
要
で
す
。

【
コ
ラ
ム
〜
収
益
の
公
共
還
元
】

　

交
通
管
理
者
は
、
多
様
な
経
済
活
動

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
道
路
使
用
許
可

に
関
し
弾
力
的
な
運
用
を
図
る
方
向
性

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
条
件
と
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、

地
域
の
合
意
に
基
づ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
札
幌
市
（
道
路
管
理
者
）

で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
道
路
活
用
に

よ
っ
て
得
た
収
入
は
、
開
催
経
費
に
充

て
、
そ
れ
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、

公
共
へ
還
元
（
寄
付
等
）
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
支
計
画

を
明
確
に
し
、
経
理
の
透
明
性
を
保
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。



活
用
Ｑ
＆
Ａ

活
用
Ｑ
＆
Ａ

道
路
活
用
の
際
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
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Ｑ
３

　

具
体
的
な
安
全
対
策
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２

　

地
元
の
人
と
ど
れ
く
ら
い
話
し

合
い
を
す
べ
き
で
す
か
？

　

一
人
で
も
反
対
者
が
い
る
と
活

用
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
１

　

公
共
性
・
公
益
性
の
確
保
と
言

わ
れ
て
も
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い

の
で
す
が
。

Ａ
１

　

道
路
空
間
は
市
民
み
ん
な
の
財
産
で
す
。
一
人
よ
が
り
の
活
用
や
営
利
を
追
求
し
た
活
用
で
は
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ち
が
に
ぎ
わ
う
、
休
む
場
所
が
増
え
る
、
ま
ち
の
魅
力
が
増
す
な
ど
、
沿
道

の
人
や
ま
ち
を
訪
れ
た
人
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
用
が
公
共
性
・
公
益
性
の
確
保
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
企
画
案
等
に
関
し
て
公
募
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
広
く
市
民
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
も
、

公
平
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ａ
２

　

活
用
の
内
容
に
よ
っ
て
、
影
響
を
受
け
る
人
や
時
間
・
範
囲
は
異
な
り
ま
す
。
影
響
を
与
え
る
と
思
わ

れ
る
地
元
の
方
と
、
時
間
の
余
裕
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
し
て
下
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
活
用
の
趣
旨
を
よ

く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
も
あ
り
ま
す
し
、
地
元
へ
の
悪
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
対
策
案
を
検
討
し

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
活
用
の
内
容
（
活
用
期
間
・
範
囲
）
を
変
更
す
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
、
活
用
の
実
現
・
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ａ
３

　

交
通
規
制
が
か
か
る
場
合
は
、
現
場
付
近
で
の
自
動
車
の
適
切
な
誘
導
が
必
要
で
す
。
看
板
等
で
は
十

分
な
説
明
が
で
き
な
い
た
め
、
誘
導
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
誘
導
員
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨

を
十
分
理
解
し
、
ク
レ
ー
ム
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
（
有
資
格
者
等
）
を
配
置
し
ま
し
ょ
う
。
配
置

計
画
や
誘
導
員
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
民
間
警
備
会
社
に
相
談
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
な
場
合
は
、
会
場
内
の
警
備
も
大
切
で
す
。
万
一
の
事
態
に
備
え

て
緊
急
時
の
連
絡
体
制
図
（
当
直
医
院
、
消
防
、
救
急
、
警
察
、
札
幌
市
、
保
険
会
社
、
活
用
責
任
者
等

の
連
絡
先
を
記
載
）
を
作
成
し
、
誘
導
員
、
警
備
員
、
関
係
者
に
周
知
し
ま
し
ょ
う
。
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Ｑ
４

　

広
報
・
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？

Ａ
４

　

Ｐ
Ｒ
す
る
内
容
は
、
交
通
規
制
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
活
用
目
的
、
活
用
効
果
等
も
含

め
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

方
法
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
記
事
等
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
や
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス
タ

ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
使
い
、
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
へ
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。
交
通
規
制
に
関
し
て
は
、

交
通
管
理
者
に
広
報
Ｐ
Ｒ
方
法
を
相
談
し
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
輸
関
係
者
に
は
、
個

別
に
協
議
や
届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
６

　

歩
道
の
一
部
だ
け
を
使
い
た
い

の
で
す
が
、
許
可
が
必
要
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
６

　

通
行
止
め
等
の
規
制
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
歩
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
道
路
占
用
許
可
（
道
路

管
理
者
へ
の
申
請
）
と
道
路
使
用
許
可
（
交
通
管
理
者
へ
の
申
請
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
（
※
３
６
ペ

ー
ジ
を
参
照
）

　

ま
た
、
歩
道
は
歩
行
者
の
通
行
確
保
を
最
優
先
に
、
特
に
車
イ
ス
な
ど
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
行
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（
占
用
物
は
可
動
式
と
し
て
く
だ
さ
い
）

　

さ
ら
に
、
視
覚
障
が
い
者
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
ふ
さ
が
な
い
、
消
火
栓
付
近
で
は
実
施
し
な
い
な
ど
の

注
意
も
必
要
で
す
。

Ａ
５

　

活
用
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、
道
路
構
造
や
商
業
の
状
況
、
歩
行
者
数
、
交
通
量
な
ど
環
境
が
異
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
質
を
高
め
る
上
で
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
活
用
場
所
の
ま
ち
並
み
の
特
性
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
す
。

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
活
用
内
容
の
評
価
を
行
う
な
ど
、
改
善
を
加
え
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

質
を
高
め
る
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
の
賛
同
を
得
る
こ
と
や
、
公
共
性
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
す
。

Ｑ
５

　

活
用
の
質
を
高
め
る
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
こ
と
？



道
路
占
用
許
可
と
道
路
使

用
許
可

　

道
路
上
に
電
柱
を
設
置
す
る

場
合
な
ど
、
道
路
に
一
定
の
施

設
を
設
置
し
、
継
続
し
て
道
路

を
利
用
す
る
こ
と
を
「
道
路
占

用
」
と
い
い
ま
す
。
道
路
占
用

を
す
る
た
め
に
は
、
道
路
管
理

者
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
道
路
上
で
の
一
部
の

行
為
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通

法
の
規
定
に
よ
る
所
轄
警
察
署

長
か
ら
「
道
路
使
用
許
可
」
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
道
路
使
用
許
可
」
を
受
け
る

行
為
に
つ
い
て
は
、
道
路
に
広

告
板
な
ど
の
工
作
物
を
設
置
し

た
り
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
４
８
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

道
路
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
道
路
占
用
許
可
と
道
路
使
用
許
可
の
２
つ
の
許
可
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
公
共
性
・
公
益
性

を
持
っ
た
団
体
で
あ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
申
請
を
行
う
に
は
、
商
店
街
や
町
内
会
な
ど
の
単
位
で
行
う
か
、
も
し
く
は
実
施
委

員
会
な
ど
団
体
を
組
織
し
、
代
表
者
を
た
て
て
団
体
名
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
基
本
的
な
流
れ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

36

・　

準
備
・
広
報
Ｐ
Ｒ

・　

活
用
！

・　

活
用
後
の
対
応

・　

事
前
協
議

・　

申
請
書
類
の
提
出

・　

許
可
証
の
受
領

・　

地
元
や
関
係
団
体
と
の
調
整

・　

地
元
や
関
係
団
体
と
の
調
整

・　

企
画
書
の
完
成

・　

企
画
書
の
完
成

・　

申
請
書
類
の
作
成

・　

申
請
書
類
の
作
成

・　

活
用
構
想

・　

活
用
構
想

・　

団
体
申
請

・　

団
体
申
請

・　

企
画
立
案

・　

企
画
立
案

活
用
ま
で
の
基
本
的
な
流
れ

活
用
ま
で
の
基
本
的
な
流
れ
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提
出
書
類
一
覧

・
申
請
書

・
実
施
計
画
書

・
警
備
員
配
置
図

・
設
置
物
の
図
面

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
連
絡
体
制
図

・
交
通
安
全
対
策
図

・　

準
備
・
広
報
Ｐ
Ｒ

・　

準
備
・
広
報
Ｐ
Ｒ

・　

活
用
！

・　

活
用
！

・　

活
用
後
の
対
応

・　

活
用
後
の
対
応

・　

事
前
協
議

・　

事
前
協
議

・　

申
請
書
類
の
提
出

・　

申
請
書
類
の
提
出

・　

許
可
証
の
受
領

・　

許
可
証
の
受
領

・　

地
元
や
関
係
団
体
と
の
調
整

・　

企
画
書
の
完
成

・　

申
請
書
類
の
作
成

・　

活
用
構
想

・　

団
体
申
請

・　

企
画
立
案

　　　　　　　　注　意！

　このフローは、構想から企画・調整・申請・実施までの

基本的な流れを図示したもので全ての活用がこの通りでは

ありません。企画内容によってはこの流れと異なりますの

で、不明な場合は関係機関にご相談を。

活
用
ま
で
の
基
本
的
な
流
れ



こ
こ
で
は
、
道
路
活
用
の
具
体
例
と
し
て
「
商
店
街
に
よ
る
歩
道
の
一
部
を
使
っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
実
施
」
の
手
続
き
を
紹
介
し
ま
す
。

※
実
際
の
活
用
の
場
合
は
、
そ
の
場
所
や
時
期
等
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
場
合
は
関
係
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
個
人
に
よ
る
活
用
は
公
益
性
の
観
点
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
申
請
を
行
う
に
は
、
商
店
街
や
町
内
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
単
位
で
行
う
か
も
し
く
は
実
施
委
員
会
な
ど
団
体
を
組
織
し
、
代
表
者
を
た
て
て
団
体
名
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
申
請
の
際
に
は
中
央
区
長
名
（
も
し
く
は
連
名
）
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
や
中
央

区
役
所
な
ど
関
係
機
関
に
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
本
を
読
ん
で
「
歩
道
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
い
た
ち
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
、

街
に
に
ぎ
わ
い
や
活
力
を
生
み
出
し
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
い
っ
た
公
共
的
な
側
面
も
も
っ
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
商
業
活
動
の
側
面
も
も
っ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
公
共
的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
活
用
の
企
画
だ
け
で
は
な
く
、
会
場
の
安
全
管
理
計
画
（
歩
道
の
幅
員
確
保
と
い
っ
た
安
全
確
保
、
万
が
一
の
た

め
の
損
害
保
険
の
加
入
な
ど
）
、
食
品
衛
生
（
許
可
の
有
無
、
取
扱
商
品
等
）
、
Ｐ
Ｒ
計
画
、
地
元
説
明
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
収
支
計
画
な
ど
を
具
体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
輪
が
多
い
場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
の
整
理
や
移
動
な
ど
の
対
応
策
も
必
要
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
も
、
沿
道
の
ま
ち
並
み
に
合
わ
せ
た
も
の
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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・
調
整
が
済
み
、
企
画
書
が
完
成
し
ま
し
た
ら
、
道
路
占
用
許
可
申
請
書
と
道
路

使
用
許
可
申
請
書
、
そ
の
他
添
付
書
類
（
下
記
参
照
）
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
な
お
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
大
規
模
に
展
開
す
る
時
は
、
申
請
は
区
長
名
も

し
く
は
連
名
で
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

・
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
、
近
隣
の
飲
食
店
の
営
業
だ
け
で
な
く
、
予
期
せ
ぬ
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
沿
道
の
商
店
街
や
町
内
会
に
対
し
て
説
明

す
る
な
ど
、
十
分
な
調
整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
調
整
の
結
果
を
十
分
に
企
画
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

提
出
書
類
一
覧

・
申
請
書

・
実
施
計
画
書

・
警
備
員
配
置
図

・
設
置
物
の
図
面
（
設

置
物
の
色
・
形
状
）

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
連
絡
体
制
図

・
交
通
安
全
対
策
図

・
収
支
計
画
書

・
申
請
書
類
の
作
成

　

「
安
全
対
策
図
な
ど
忘
れ
な
い
で
」

・
企
画
書
の
完
成

　

「
で
き
る
限
り
皆
が
納
得
す
る
か
た
ち
で
」

・
地
元
や
関
係
団
体
と
の
調
整

　

「
十
分
な
話
し
合
い
を
！
」

・
企
画
立
案

　

「
公
共
性
の
確
保
！
」

・
団
体
に
よ
る
申
請
が
原
則

　

「
関
係
機
関
と
よ
く
相
談
を
！
」

・
活
用
構
想

　

「
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
！
」

活
用
ま
で
の
手
続
き
例
〜
都
心
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

活
用
ま
で
の
手
続
き
例
〜
都
心
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ



実践編　第４章　道路づかいの実践
み　ち

・
道
路
管
理
者
（
中
央
区
土
木
部
維
持
管
理
課
）
及
び
交
通
管
理
者
（
中
央
警
察
署
交
通
第
一
課
）
と
の
事
前
協
議

を
行
い
ま
す
。
企
画
の
見
直
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
再
調
整
、
書
類
の
修
正
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
か

な
り
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
な
余
裕
を
持
っ
て
協
議
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
※
な
お
、
国
道
の
場
合
、
道
路
管
理
者
は
北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部
に
な
り
ま
す
）

・
こ
こ
で
最
も
大
事
な
の
は
、
公
共
性
の
確
保
と
地
域
の
た
め
に
な
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
す
。

ま
た
、
活
用
の
際
の
安
全
性
の
確
保
も
重
要
で
す
。
一
部
の
人
の
利
益
を
目
的
に
し
た
活
用
や
、
歩
道
を
歩
く
市
民

の
さ
ま
た
げ
と
な
る
よ
う
な
活
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
事
前
協
議
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
道
路
管
理
者
に
使
用
申
請
・
占
用
申
請
の
両
方
の
書
類
を
提
出
し
ま
す
。
使
用

料
・
占
用
料
分
の
収
入
印
紙
が
必
要
で
す
。

・
申
請
書
の
提
出
か
ら
許
可
ま
で
お
お
む
ね
２
週
間
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
占
用
許
可
証
は
道
路
管
理
者
、
使
用
許
可
証
は
交
通
管
理
者
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。

・
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
を
活
用
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
看
板
の
掲
出
は
遅
く
と
も
一
週
間
前
か
ら
必
要
で
す
。

・
イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
等
は
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、
簡
単
に
移
動
、
撤
去
で
き
る
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
に
加
入
す
る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
と
き
の
救
護
体
制
と
連
絡
体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

・
活
用
の
際
に
は
、
公
共
空
間
の
利
用
の
マ
ナ
ー
と
し
て
常
に
歩
道
の
清
掃
な
ど
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
活
用

中
は
常
に
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
活
用
時
間
外
に
は
、
歩
道
に
設
置
し
た
椅
子
や
テ
ー

ブ
ル
を
店
内
に
収
納
し
た
り
、
残
っ
た
ゴ
ミ
を
拾
う
な
ど
、
日
々
の
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
万
一
、
苦
情
や
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
場
合
は
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
、
今
後
の
た
め
に
も
改
善
策
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

・
活
用
で
得
た
収
益
（
経
費
を
超
え
た
分
）
に
つ
い
て
は
、
寄
付
な
ど
公
共
・
公
益
的
に
還
元
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
際
、
収
支
報
告
書
を
作
成
し
、
収
益
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

・
活
用
後
は
道
路
の
現
状
回
復
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
活
用
後
の
対
応

　

「
清
掃
な
ど
原
状
回
復
を
！
」

・
活
用
！

　

「
安
全
第
一
！
」

・
準
備
、
広
報
Ｐ
Ｒ

　

「
万
全
な
準
備
を
！
」

・
許
可
証
の
受
領

　

「
さ
あ
具
体
的
な
準
備
を
！
」

・
申
請
書
類
の
提
出

　

「
活
用
の
意
義
、
効
果
を
明
確
に
！
」

・
事
前
協
議

　

「
早
め
に
協
議
し
ま
し
ょ
う
！
」
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活
用
ま
で
の
手
続
き
例
〜
都
心
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ




